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　　 To 　establish 　the　method 　of 　cultivation 　of 　Po 　tyga’α tenu ｛ノb1’a ，　 one 　of　the　source

plants　 for　thc　 cmdc 　 dmg ℃ 匈i’1，　 the　 factors　in伽 encing 　 seed 　ge  iI蘭 on 　such 　as

tempe 蝋 ure ，　 light，　 seeding 　depth　and 　seed 　stolage 　conditions 　wefc 　investigatcd　to　give
耄he　following　results．
　　 The　seeds 　of　P ．　tenu ヴfoノ〜o 　kept　with 　wet 　sand 　at　4 °C　fbr　l　year　genninated　at　15
℃ and 　25 ℃ in　a　Petri　dish，　 but　t血e　germination　rate 　was 　conside 訟 bly　 lower　when

they　 were 　germinated　in　the　darl（．In　the　field　test，　 thc　gennination　rate　of　the　seeds

stored 　at　 mom 　temperatu【e　in　the　datk　 also 　dropped　 when 　the　 seeds 　were 　covered 　with

soiL 　These　results　indicated　s  ds　of　P ．　 tenuヴbl’a　requi爬 d　light　fbr　gcnnination．The
effects　of　the　bag　materials ，　temperatUres　a皿d　 durations　used 　fbr　s  d　storage 　on

ge  血ation 　were 　assayed 　to　 show 　that 血 e　gen 血 1旧tion　mtes 　 were 　i曲 enced 　by　 the
dumtion　of　 stolage 　a皿d　storage 　temperatUre．　 Furthermo 【c ，　 when 　stored 　at 　 room

temperatUre，
　 the　sccds 　stored　in　a　polyvinyl　bag　germ まnated 　al　a　higher　rate 　compa 【ed

with 　those 　 stored　in　 a　 paper　bag ．　So，　 it　is　reasonable 　 to　 consider 　 that　 the　 seed

germimation　rdte　of　this　species 　is　contmlled 　by 山 e　secd 　domlancy　 with 　loss　 of 　water

and 　its　break　with 　low　tempelature．

　　 The　．　recommended 　po血ts　 for　 cultivation 　of 　P ．　 tenuifolia　 mEty 　be　 sumrnerized 　 as

fbllows；   For　o 皿e 　year　stomge ，　the　seeds 　should 　be　stored　with 　wet 　sand ．　 Seeds
without 　wet 　sand 　are　to　bc　kecp　at　room 　temperature　in　a　polyvinyl　bag．　 For　two　year
storage ，

　seeds 　in　the　polyvinyl　bag　must 　be　kept　at 　a 　low 　temperature （40r −20 ℃ ） 
After　sow 孟ng

，
　 press　the　sowed 　soil　su1血 ce　somy 　instead　of　covenng 　Ihe　seeds 　wi 洫 soiL

Keywords 一 Po ‘  α〜a 　tenulfotia；gerlninationl　 seed 　sterage ；donnancy

　イ トヒ メ ハ ギ 1） o 顔gρ 1α tenttifolia　W ［LLD ．は中国 の

日 当 た りの 良 い 斜面な ど に 生 え る 草 丈 20−40cmの 繊

細 な草本性植物で ある ．4 〕
生薬 「遠志 」 はこ れ の

根 を乾燥 した も の で ，精神 安定 ， 強壮 ， 去痰 等 の

目的で 加味温 胆 湯 ，帰脾 湯 ， 人参養 栄湯 等 に配
．
合

され る ． 5 ｝
ま た ，近 年 で は 鎮静 作 用 の 研 究報 告 も

な され て い る．6〕

　中国 に お い て は 種子 に よる栽 培 が 一一
部 で 行 わ れ

て お り ， 栽培研 究報告 も見 られ る．7 ）

日本で は同

属植 物 で ある ヒ ロ ハ セ ネガ Pol）gala　senaga 　L ．var ．

’α姫）lia　 Tc．〕RRY 　 el　 GRAy の 栽培が行われ て お り ， 研

究 報 告 も い くつ か 見 られ る． S ・　S − 1．　n ）
ヒ ロ バ セ ネ
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

ガ で は ， 発芽率を維持 す るた め に 種
．
r の 保湿 保存

が 推 奨 され て お り ， 播 種 時 の 覆 土 が 淳い と発 芽し

な い とされ て い る． 1 °）一
方 ，

イ トヒ メ ハ ギ に つ い

て は ， 栽 培 に必 須 な こ れ らの 基礎的知見す ら得 ら

れて い な い ．そ こ で ， 本種の 発芽条件 ， 覆土 の 厚

さ ， 種 子 の 保存 方法に つ い て 検 討し た ．また ， 発

芽 条件 に っ い て は ，ヒ ロ ハ セ ネガ お よ び 1｝
‘呶g‘ぬ

sihiric α L ．m （本 文で は シ ベ リア オ ン ジ と仮 称）

の 2種 類を比較材
．
料 と して供試 した．

材料お よび 方法

　P緩  α’α 属 植物 で は脱 粒性が 認 め ら れ る ．と く

に ， イ トヒ メ ハ ギ で は 果実 の 成 熟 に伴 い そ の ほ と

ん どが脱 落 す る．した が っ て ，本研究に用 い た種

子 の 大部分 は ， 脱落 した種 子 を集めた も の で あ り，

未熟 と思わ れ る種 チは 除 去 し た ．供試 した種 チは

富由医科 薬科 大学 薬学 部 附属 薬用植物園に 保存栽

培 され て い る株よ り採種 した ．

実験 1．発 芽試験

1）シ ャ
ー レ 試験 ： 前年採 種 し

， 保 湿 冷蔵保 存 し

た イ トヒ メ ハ ギ と シ ペ リ ア オ ン ジ の 種 ｝
乙
を供 試 し

た ．シ ャ
ーレ に 種子が 3分 の 1浸る程度 の 滅菌水を

入 れ ， そ こ へ 100 粒ず つ 播い た ．発 爆
・条件 と して

イ トヒ メ ハ ギ で は 15 ℃ ・18 時聞照 明 （恒温 器 ，

20001ux），25 ℃ ・暗 区 （培養室，木箱内）お

よ び 25 ℃ ・24時間連続 照明 （培 養室，20001ux）

の 3 区 を設 定 し た ．シ ベ リア オ ン ジ は25 ℃ ・24時

閻連続照明 （培養室 ， 20001ux）と した ．1991年

1月26日 に 播種 し ， 種 r根が 1mnl 以 上 伸長 した

も の を発芽 と した ．

2 ）圃場試験 ： 前 年採 種 し，室 温 暗所保 存 した種

子 を用 い た ．幅20cm ， 高さ 30cm， 長 さ50cm の 畝

に
， 種 子 100粒 を 2 条 （条 間 10cm ）に 播種 し ， 種

子 が 隠 れ る 程度 に 薄 く覆 i二した後 経 く鎮圧 し た ．

表 面が 乾燥 し な い よ う に 適宜散 水 し た ．1991年 に

は イ トヒ メハ ギ ，シ ベ リ ア オ ン ジ ，ヒ ロ ハ セ ネガ

の 3種 を供 試 し ，
4 月 5 日 に 播種 し た．P95 年に

は イ トヒ メ ハ ギ を供試 し，5月 26H に 播種 した．

1995年 は 5反 復 と し ，発 芽率と とも に 生 存個 体数

も調 査 し、生存率を算出 した ．両 年と も子葉の 出

現 をも っ て 発芽 とした ．

実験 II。覆 土試 験 ； 前年 採種 し た イ トヒ メハ ギ の

室 温 暗所保 存種子 を用 い た．最適 な覆 ヒの 厚 さ を

調 査 す るため ，
0，0．5，LO ，

2．O　cm の 覆 土 区 を

設定 した．6 号素焼 き
’lz鉢 に， 1鉢 当た り100粒ず

つ 播 挿 した ．用 Lは赤玉 土 （小粒 ）を用 い ，覆 土

の 厚 さ が Ocm と0．5cm 区 で は ，
上層 に 20メ ッ シ ュ

と24 メ ッ シ ．L の 局 方篩 で 分けた細 か い 赤玉 k を用

い た．1995年 1月6iIに 播種 し，そ の 後鉢を最 低温

度 13℃ の 温室 内に 躍き，乾燥 しない よう に鉢底か

ら常時吸 水させ た ．各区 とも 3 反復 と し た．子 葉

の 出現 をも っ て 発芽 と した ．

実 験 HL 種 f’保 存試験 ： 199411：に採種 した イ ト ヒ

メ ハ ギの 種 r・を供試 した．材料 の 種 r一はお よそ3週

間 か け て 採挿 し た も の で ある ．種 F保存袋の 素材

と して 紙 ，パ ラ フ ィ ン 紙 ，
ポ リ ビ ニ ール （ともに

重 袋）の 3 種類 を用 い た．保 存場所と し て は室

温暗 所 ，冷蔵庫内 （4 ℃ ） ， 冷凍庫内 （−20℃ ）の

3 カ所 を設定 した．種
．
召呆存袋 の 素材 と保存場所

とを それ ぞれ組み 合わせ 9 区 の 保存 条件 と し た ．

さ ら に ， 1 年問保存 と 2年 間保 存 の 2 区を設けた ．

1 年間 お よ び 2 年閲 保存種 アの 播種 日 は ， それ ぞ

れ 1995年 7月26ほ ，
1996年7月 i9日 と した ．

　 自苗箱 に赤 玉 L （小粒）を 入 れ ， 各区 100粒 の 樟

子 を条播 した．播種 し た種 r一が 土壌間隙に 収 ま る

程度に鎮圧 し ， 覆
．
十1は し なか っ た ．播種後 育苗箱

を 屋外 の 直射 IDicの 当た らな い 場所 に 置き ， 毎 日

散水した． ∫
二藁の 出現 をも っ て 発 芽と し た．

結 　 　果

発 芽試験

1）シ ャ
… レ 試験　供試 し たイ トヒ メ ハ ギ ，シ ベ

リア オ ン ジ とも に 発芽開始 日よ り数 日で ， 本試験

中 に 発 芽の 認 め ら れ た種子 の 大部分 が発芽 し，高

い 発 芽勢を示 した ．発芽開始 日は イ トヒ メ ハ ギ で

播 種後 8 目日で あ っ た の に 対 し ，
シ ベ リ ア オ ン ジ

で は 3 日 目と籌し く早か っ た．イ ト ヒ メ ハ ギ で は

異な る 発 芽条件 トに お い て も，発 芽開始 日に差 は

見 られ なか っ た ．また ，15℃ 18時間照明 と25°C24

時 閉連続照明 とで は ，
15℃ 18時 間照 明 で や や遅 れ

て 発 芽す る個 体 が 見 られ る も の の ， 最終発芽率に

顕 籌な差は認 め ら れ な か っ た．　最終発芽率は 15℃

18時 間照明 トで 82％ ，
25℃ 24時間連続照 明 Fで 89

％で あ っ た ．　
・
方 ，

25℃ 暗黒 Fで は 発 芽 パ タ
ー一ン

（98）
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Fig．1　Tirne　Courscs　of　Ge血 nation 　Ratcs　of　thc

　　　 Genus　Pol）gata　undcr 　Different　Conditiens。

○ ：i）．　tenutfolia ，　25　
°C ，　24　h　lighl，　◎ ：P．tenuグ〜冫”α ，

15°C
，
18hlight ， ● ：P ．’enu ヴfolia，25 °C ，　 dark・口

：P ，sibirica ， 25 °C ，24　h　light．　 Petri　dishes　were

used 　 fbr　this　 experiment ．　 Whitc　 nuorescent　 lamps
wcre 　used 　fbr監ighting（20001ux）．

は他の 区 と類 似 して い たが ， 最終発 芽 率 は 55％と

低か っ た ．シ ベ リア オ ン ジ の 最終 発芽率は 94％で

あ っ た （Fig．1）．

2 ）圃場試験　1991年お よび 1995年 の 結果 を Fig．

2に 示 した ．イ トヒ メ ハ ギで は年次間弟が認め られ ，

発芽 率 ， 発 芽勢 とも に 1991年 に比 べ 1995年 の 方が

優 っ た ．199i年に は播種後 21日 目か ら 発芽 を開始

し ，播種後 69日 目の 最 終発 芽率は 34．0％で あ っ た．

1995年に は播種後 iOH 目 か ら発 芽が 認 め られ ，発

芽開始か ら10日で本試験 中に 発芽 した も の の 88％

が 発 芽 し ， 播種後 69日 目 の 最終発芽率 は6L2 ％ で

あ っ た ．一
方 ， 播種後 21口目か ら枯死 する 個体が

見 られ ， 播 種後 69「1目 の 生存 率 は 49。8％で あ
・
っ た．

シ ベ リア オ ン ジ で は播 種後 14日日か ら発 芽 を開始

し，最終発芽率は 35．0％で あ っ た．ヒ ロ ハ セ ネ ガ

の 発芽 は播 種後 14日 目か ら始 ま り ，　最終発芽 率は

47．0％ であ っ た ．ヒ ロ ハ セ ネ ガ で は ，イ トヒ メ ハ

ギ ，シ ベ リア オ ン ジ と発 芽パ ターン が異な り ， 播

種後 35日間で 本試験中に発 芽 したもの の す べ て が

発 芽 し た ．

覆土試験　覆 土 の 厚 さ に よ り ， 発 芽 開始 lIま で の

日数お よ び 最終発 芽率 に顕 著 な差 異が 認 め ら れ た ．
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Fig．2．　 Time 　Courses　of　Germinat まon 　and 　Survival

　　　 Rates　of 　the　Genus　Po 　Lyga’α in　the　Field．

○ ：1） ，　tentiiわ”a　tested　in　ig95・　● ：P ・　tenu ｛ノblia

tcsted　in　1991．　鬪 ：P ．∫め’rica 　tcsted　in　199L 　▲ ：P ．

sE〜nega 　var ・　’atifol’o　tested　in　1991．　［］：Survival　rate

of ノ
）．　 tenuぴ∂”α tested　in　1995，　 Tthe　experiment

ca 皿 ied　out　in　1995　 were 　replicated　five　times．Ve拍cal

bar　indicates　stalidard　error 。

60

ぎ

§
c°

囲

穏
020

　 　 　 　 　 　 　 20 　　 　　　 40 　　 　　　 60

　 　 　 　　 　 　 　 Days　after　sow 血 9

Flg．3．　T孟lne 　Co皿rses　of 　Gennina皇ion　Rates　of

　　　 PoiJtga’α tenu グfolia　Sown　in　thc　Different

　　　　Seeding　Depth ．

● ，○ ， ■ ，
▲ ：Seeds　were 　sown 　auhe 　dep！

h　of　O ，
0．5，

1．0，2．O　 cm ，
respectively ．　 Ail　 expe   enIs　 were

rep 且icated　th陀 e　limcs．　 Vc血 cal 　bar　ind孟cates 　standard

crroL

覆
．i二〇 cm の 区 で は播種後 7日目 か ら発芽が見 られ

た の に対 し，覆上 0．5cm の 区 で は播種後 12日目，

覆土 LO お よ び 2．Ocm の区で はそれ ぞれ 14日目 ，

15日目 と ， 覆 士二が 厚 くな る に つ れ 発芽開始ま で の

（99）
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TABLE　 I ．Analysis　of 　Variancc　for　Fillal　Gcrmination

　　　　 Ra1c　in　Flg、4

Sou亘℃e　of 　varia 巳ion　df

Duration　　 （D ）

Bag　　　 （B）

Tcmpcraturc （T ）

BTTxx

×

 

DDB

趾

122224

，

4

　 Ins 　 　 　 　 F

6GO ．89　　　　4．35
200．39　　　　　正．45

　 20．39　　　　0．15

　 15．72　　　　0．ll
1675．72　　　 12．14＊

117．66 　　　　0．85

138．04

Total 17
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　 　 0
　 　 　 　 5　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　25　　　　　　 50　　70

　 　 　　 　 　 　 　 Days　after 　sσ Wi皿 9

　F主g．4．Time　Courses　of 　Germination　RaIes　of

　　　　Po！ygata　tenutfbtia　Stored　undcrDifferent

　 　 　 　 Conditions．

Tempeiature　of　storage ；A ：rr）oIn　temperatL 肛℃
，
　 B ：4 ℃

，

C ：曽20 ℃ ；Duration　of 　storage ，一 』
one 　year

’”’”「昌

：two 　years．　Bag　 used 　 fbr　 storage ； ●．paper　 bag，　▲

二paraffin　paper　bag，　■ ：polyvinyl　bag．

所要 日数が長 くな っ た．覆 tlO　 CIn 区 の 発 芽率は播

種後 3 週間 目には 50％ を超 え ， 播種後 60H 目の 最

終発芽率は 59．3％ で あ っ た．一方，覆 ilO．5，1．O，
2．Ocm の 各区 で は発芽率が極め て 低 く ， 最終発

芽率 は ともに 5 ％前後で あ っ た （Fig．3）．

種子保存試験　播種か ら発 芽 開始 U ま で の 所 要 日

数 は ， 保 存年 数 に よ り顕著 な 差 が ！LI　4れ た の に 対

し，保存用袋の 素材お よ び 保 存温度 の 違 い に よる

差 は認め られ な か っ た．　 1 年間保存で は ，播種後

12日 目お よび 141．．1目に 発 芽が 見ら れ ，2 年間保存

で は播 種後 6 日 目 に す べ て の 区 で 発 芽が 見 られた ．

＊
：Significant　at　1hc　5 ％｝ 1eve1．

df：Degree　of 　frecdom，　 ms ：Mean　square

　 1年 間室 内暗所保存種 子で は ，保存用袋の 素材

に よ る 発 芽率 の 差 は比 較的 小 さ く ， 播種後71日 目

の 最終発芽率は 66−78 ％で あ っ た ．2 年間室 内暗

所保存種子 で は ， 保 存用袋の 素材に よ る 発芽率の

差が 顕 著
：
に認 め られ た．ビ ニ

ー
ル 袋 に保 存 した種

rが
，

1 年問 保存 と同程 度 の 発芽 率 を示 した の に

対 し， 紙袋 とパ ラ フ ィ ン 紙袋ではそれぞ れ 36％ と

33％で ， 発芽 率 は 箸 しく低 ドした （Fig．4A）． 1
∫4：間 冷蔵 庫内保 存種 ∫

弋

で は ，紙 袋 ，
パ ラ フ ィ ン 紙

袋に 保 存 した種 fが ，そ れ ぞれ 45％，41％の 発 芽

率で あ っ たの に 比 べ ，ビ ニ ール 袋で は 62％と高か

っ た ． 2 年間 冷蔵 庫内保存種 子 に つ い て は ， ビ ニ

ー
ル 袋 で 59％ と 1年問保 存 とほ とん ど変 わ らなか

っ た が ， 紙袋 で 77％ ，
パ ラ フ ィ ン 紙袋 で 74％ とな

りともに 1年間保存よ り高 くな っ た（Fig．4B ）． 1年

聞 冷凍庫 内保 存種 ∫
二
の 発芽率 は ， 紙袋 保存 で 30％

と 篝 しい 低下 が 認 め ら れ た．パ ラ フ ィ ン 紙 袋保 存

で は 50％ ， ビ ニ ール袋保存で も48％ とな り， 紙袋

保 存に 比 べ や や高い 値 とな っ た ．　
・
方 ， 2年 間冷

凍庫 内保存種 子の 発 芽率は ， 紙袋保存 で 73％ ，
パ

ラ フ ィ ン紙袋保 存で 83％ ，
ビ ニ ール 袋保 存 で 88％

とな り， ともに高い 値 とな っ た（Flg．4C ）．

　 全 体 的 に は ，保 存期間 が 1 年 の 場合 ，保存温度

が 低 くなる に つ れ発芽率も低下 し，こ れ とは逆に

保 存期間が 2 年 の 場合 ， 保存温度が低 い 方 が発芽

率が 高 くな る傾 向が認め られ た． そ こ で ，播種後

71日目 の 最終 発 芽率 を基 に 分 散分析 を行 っ た と こ

ろ，
iZHX

存期間 （D ）と保存温度（T）の 交互作用 （D

XT ）が 5 ％ レ ベ ル で 有意で あ っ た（TABLE　 I）．
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考 察

　シ ャ
ー

レ を用 い た発 芽 試験で は ， 発芽開始 1
．
1は

イ トヒ メ ハ ギが シ ベ リア オ ン ジ よ り 511 遅れ た が ，

両種 とも照 明 区 で 発 芽率，発 芽勢 とも に 良好 な結

果 が得 られ た ． tt
方 ， 圃場 試験 で は ， イ トヒ メ ハ

ギ で 年次間差 が 認 め られ ，供試種子 の 最終発芽率

は シ ャ
ーレ によ る結果 と比較 して 著 し く低 か っ た ．

こ の 原因 と して 圃 場の
一一

時 的 な乾燥 や覆 上 の 厚 さ ，

カ ル ン ク ラ が 付い て い る と蟻が 好ん で 運び 去 る こ

と な ど が 考え ら れ る．そ の 他 の 要 因 と し て ，シ ャ

ーレ で の 発芽試験は保湿冷蔵種 チを用 い たの に対

して ， 圃場試験で は室温暗所保 存種 チを用 い たた

め ， 乾燥に よ る ：：次休眠が 考え ら れ る．また ，圃

場 試験で は ， 発芽後初期の 段階で 約 60％が桔死す

る こ とを ， 播種量決定 に際 し考慮 す る必要が あ る．

　覆土試験で は覆土 Ocm 区が ， シ ャ
ーレ を用 い た

発芽試験 とほ ぼ 同様 の 発 芽率 を 示 した ．しか し ，

覆 土 0．5， 1．0， 2．Ocm 区 で は 殆ど発芽 しなか っ た ．

以 上の 結果 お よび シ ャ
ー レ 試験 の 暗黒 区 で低 い 発

芽 率を示 した こ とか ら ， イ トヒ メ ハ ギ に つ い ては

明発 芽 の 可 能性 が 示唆 され る 。シ ャ
ーレ 試験 の 暗

黒 区 に つ い て は J 発芽調 査時に短時間で はあ るが

光 が 当た っ て お り ， 完全 な暗黒状態 が 維持 され た

場合，発芽 率 は さ らに低 くな る と考 え ら れ る 。ま

た ，シ ャ
ー

レ 試験に比 較 して ｛壌 を用 い た試験 の

方が ，さ らに ， 覆 土試験 で は 覆 土 が 厚 くなる に つ

れ ，播種か ら発 芽開始 日 まで の 所 要 H 数が 長 くな

っ た．前者 に つ い て は発芽 の 判定基準 が 異な る

（発根 と子 葉の 出現） こ と ， 後者に つ い て は 部

の Pt−一
’
F が何 ら か の 要因 に よ っ て 地表 に 現れ 発 芽 し

たが ， 覆土 の 厚 さに よ り種子が 地表 に 現れ る まで

の 時間 に 差 が あ っ た こ と が 原因 と考え ら れ る ．

　 分散分析の 結果 ， 保存期間 と保存温度 との 交互

作用 が認 め ら れ た こ とか ら ，採取 し た種 チを保湿

処 理 （湿 っ た砂 な どを利 用 ）せず に保存 す る場 合 ，

目的 とす る 保 存 期間 に応 じて 保 存温 度 を設 け る必

要 があ る こ とが明 らか とな っ た ．さ らに
， 室温暗

所 保 存で は ，ビ ニ ール 袋に 保 存 し た種 rが 1 ， 2

年間保存 とも紙袋，パ ラ フ ィ ン紙袋 に保 存 した種

子 よ りも ， や や高い 発 芽率を示 し た． 1年間保存

の 発芽 率 の 低下は ，種子 の 乾燥に よ る Z次休眠が

考 え られ る．具体 的 に は ， 室温 下で は ビ ニ ール 袋

が 最 も保 湿 力 が 高 く，保 存種 子 の 乾燥 は非常に ゆ

っ く り進 行 す る ．こ れ に 対し低温 ドと く に 一20 ℃

で は ，水分 が 種 r一外で 氷 となる ため 乾燥 しやす く

な り，
．
：次休眠 が 深 くな ると考え ら れ る ．．・

方 ，

2 年 目には低温 に よ っ て 休眠が打破 さ れ るため ，

低温保存種 子で 発芽率が 高 くなるもの と考え られ

る ． 13 ）

　 実験 1の 保湿冷蔵種 f’が高い 発芽 率 を示

した こ と か らも ， 以 tlの ような休眠 と休眠打破の

メ カ ニ ズ ム が 示 唆 され る ．さ ら に ， 同属 の ヒ ロ ハ

セ ネガ で も保湿保存が推奨され て お り ，

10 ）
本種 に

つ い て も 同様 に 保 湿保 存が 有効 で あ る．

　以 土 の 結果か ら ， イ トヒ メ ハ ギ の 種 子 によ る栽

培は ， 次 の よ うに ま とめ る こ と が で きる．  種子

保存 ： 種 f一を 1年間保存 する に は ， 保 湿保 存ある い

は ビ ニ ー
ル 袋 に 人 れ 室温暗所 に 保 存 す る．しか し，

2 年間保存 す る に は ， 冷蔵庫あ る い は 冷凍庫 内に

保 存 す る，  覆
一
L ： 覆 ヒはほ とんど必要 な く，軽

く鎮 EtEす る程度で よ い ．したが っ て ，イ トヒ メ ハ

ギ の 種子保 存 と播種は ，
ヒ ロ ハ セ ネガと同様に 行

う こ とが で き る ．

　 今同検討 しなか っ た が ， 種 子繁殖 に 際 して は ，

効 率的な採種方法 と播種密度に つ い て も検討 す る

必要が ある ．
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